
　昨年は、新た
な経済政策への
期待感が株高
騰を背景に、景
況感を下支えし
てきたものの、素
材価格の高騰
に世界情勢の
大きな変化が加
わり、他業界同
様に、当業界とし
ての変化対応の

難しさを痛感させられた年でありました。
　一方、本年も世界経済の不透明感は
引き続き深まりが増し、働き手不足の深
刻化、消費の2極化、モノ消費からコト消
費へ、さらに、エモーショナルな消費へと
消費の多様化が進み、昨年に引き続いて
の変化対応に苦慮しながらの事業活動
の推進を余儀なくされる年となるのでは
と考えております。
　この様な世界情勢の大きな変化や消
費者行動のさらなる多様化の中、日本
ジュエリー協会としましては、業界の健全

で持続可能な発展に多少でも寄与できる
よう、下記項目を中心とした施策の推進に
向けた活動に取り組んでまいります。
　まず、業界基盤の充実を図っていくため
の施策として、お客様相談室の活用・強化
と「ジュエリーガイドブック」等のツールを
活用しての消費者の信頼向上策の充実、
並びに、人材育成策としてのジュエリー
コーディネーター資格者および技能五輪
大会への出場者を中心とした技能者への
支援策の充実を図ってまいります。さら
に、国内市場の環境および購買行動の変

化に対応していくために、アコヤ真珠の販
売促進策とブライダル・ダイヤモンドの普
及の推進活動に加え、グローバル化支援
策として、付加価値商品の需要拡大に向
けた「ジャパン・ブランド・ジュエリーコレク
ション」の発信を行っていきます。
　また、このような活動を業界内のより多
くの業者様と活動を共に推進していくた
めに、業界内への
情報発信力の強
化と情報共有化
を推進し、併せて
協会会員数の増
強を図っていきた
く考えております。

　以上、業界団体としての基本的な施策
を地道に推進し、環境変化には迅速に対
応した施策を実行していくことにより、業
界の持続的発展に向けた基盤構築と業
界活性化に向けた施策を着実に推進し
てまいります。
　本年もご支援ご協力の程、よろしくお
願い申し上げます。
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　ジョウ・ジャパン組合員の皆様、関係
業界の皆様、謹んで新年のお慶びを申
し上げます。
　昨年は、物価高に対して賃金の上昇
がなかなか追いつかない状況が続いて
いる中、国政選挙において、とうとう国
民の怒りが与党の過半数割れという状
況をつくりました。その結果、積極財政
や移民政策、外国人土地取得問題、夫
婦別姓、LGBT、国防など反グローバリ
ズムへの方向転換を示唆した高市政
権が誕生しました。
　このことによって自民党の賞味期間
が少し延長されたように思いますが、
これからの具体的な政策がどうなるの
か、特に消費税を含めた減税などで、
これまで国が国民から税金や様々な
負担で取り上げてきた富を国民に還
元できるかどうかを見極めなければな
りません。
　中小企業にとっては物価上昇に見合
う賃上げや人手不足など厳しい状況に
あるのが現実ですが、そこに最低賃金
の上昇や働き方改革といった労働条件
の厳格化などで中小零細企業にとって
は利益が出ない中で人を雇えるような
環境にはなくなってきています。従業員

の給料を上げるにも上げられないという
のが実態です。消費税は赤字企業でも
支払わなければならない第二法人税と
呼ばれる悪税です。消費者からの預かり
金という嘘が明らかになっている今、消
費税の廃止は急務です。消費税がなく
なれば賃金アップの原資もでき、給料も
上がり消費も活発になり税収も増えま
す。そのためにも一刻も早く緊縮財政か
ら積極財政へ舵を切り、その本丸である
すぐに効果の出る消費税の廃止を求め
たいと思います。今年こそ国民の生活の
向上と成長する日本へ移行し、景気回
復を実感できる年にしたいものです。
　本年は丙午（ひのえうま）の年、干支
の午（うま）は、古くから勢い・飛躍･前
進を象徴するとされてきました。そして、
今年の丙午は「火の陽気さ」と「馬の勢
い」が重なる年と言われています。新し
い挑戦を始めること、勢いに乗ること、自
分の情熱を信じて進むことを意識した
商いを実践していきたいものです。
　末筆とはなりましたが、皆様の組合
運営への更なるご支援、ご協力をお願
い申し上げ、組合員の皆様そして業界の
皆様の一層のご繁栄とご健勝をご祈念
し、年頭の挨拶とさせていただきます。

新しい挑戦をはじめ、勢いに乗る
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　2025年は、年初より政治や経済の大きな
変化が続き、地政学的緊張も継続しました。
また、AIを初めとする技術革新や気候変動
リスクへの対応など、多様な要素が交錯す
る一年となりました。このような環境下、日本
時計協会では、常設6委員会に加え次世代
育成推進委員会を含む7委員会を中心に、
内外の諸課題に関し情報収集と対応に取り
組み、様 な々活動を展開いたしました。
　技術標準化事業では、ISO国際会議が
漳州で2年ぶりに開催され、時計生産の主
要国が一堂に会して審議中の国際規格に
ついて意見交換を行いました。防水時計に
関する検査規格の見直しでは、会議での議
論に加え、各国での試験計画が立案され、
現在評価が進められています。また、時計関
連ISO規格制定60周年を契機に、検討の
枠組み変更も提案され、議論が開始されま
した。環境関連や製品安全に関わる規制に
ついては、スイスや米国の時計協会との情
報連携を通じ、規制の解釈や施行状況を
会員企業と共有し、対応検討を進めました。
　交流事業では、一昨年再開された世界
各地の時計関連団体とのグローバルミー
ティングが昨年4月にオンラインで開催さ
れ、各国の市場や貿易に関する課題につい
て情報交換が行われました。本年も4月に
同様の会議を予定しており、今後も定期的な交
流が進められます。また9月には香港インターナ
ショナルウオッチフォーラムに参加し、主要生
産国と対面での情報交換も行いました。
　知的財産関連では、中国時計産業における
自国ブランド価値向上の動きもあり知的財産
に対し一層の意識の高まりが期待されます。
模倣品対策に加え、改造品による意匠権侵害
についても認識の共有を進めています。国内で
は、日韓国交60周年記念行事の一環として時

計の真贋品展示や、日本時計学会で会員企
業の模倣品対応について特別講演を実施
しました。
　次世代育成推進事業としては、第63回技
能五輪全国大会が10月に開催され、時計
修理職種には企業・学校から若手技能者
20名が参加し、技術を競い合いました。当
協会は大会運営に加え、参加選手の育成
のための指導や教育支援も行っています。ま
た社会貢献活動では東日本大震災復興支
援や経済産業省こどもデーにおいて主に小
学生を対象にした時計組立教室を昨年も
実施しています。
　世界経済を振り返ると、米国新政権の政策
動向や貿易・関税に関わる措置が企業活動
や国際取引に大きく影響を及ぼしました。米
国市場は底堅さを維持したものの、世界的に
みれば成長は鈍化傾向にあります。国内では
円安基調は輸出関連に追い風となり、訪日外
国人数は過去最高を記録しました。賃上げは
進んでおり個人消費は持ち直してきているも
のの、今後のさらなるインフレ影響も懸念され
ます。このような環境の中、会員企業全体の製
品出荷について、ウオッチ完成品は輸出関連
が牽引役となり数量は前年比15％増、金額
は7％増と数量・金額ともに拡大が見込まれ
ています。一方、クロック完成品は数量で13％
減、金額で14％減と依然厳しい状況にあります。
　国際経済秩序の不確実性が増加する中、
会員各社は柔軟な対応が求められるのと同時
に、さらなる日本の時計ブランドの価値向上が
強く求められます。最先端技術を搭載した時
計の開発や伝統的な製品の価値をより高める
取組みなどを進め、お客様の求める時計を世
に送り出すと共に、これらを支える人、技術の
育成にも力を注ぎ、産業全体の持続的発展に
尽力してまいります。
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　2026年を迎え、私たち輸入時計業
界は、改めて「真価の伝達者」としての
使命を問われる一年となります。世界
的なブランド戦略の再構築、消費者
の価値観の変化、そしてデジタル流通
の加速により、正規ルートの意義と信
頼性がこれまで以上に注目されてお
ります。

2026年の市場動向と課題

　本年は、以下のような傾向が顕著
になるものと見込まれます。
• ブランド選別意識の高まり
　消費者は、単なる「高級品」としてで
はなく、技術・歴史・哲学といった背景
に共感できるブランドを選好する傾向
を強めております。
• 正規輸入の信頼性再評価
　並行輸入や二次流通との違いが改
めて問われる中、アフターサービス、

保証体制、真贋保証など、正
規ルートの価値が再認識さ
れております。
• デジタルとリアルの融合
　オンライン販売の拡充とと
もに、リアル店舗における体
験価値が再定義され、ブラン
ドとの接点の質がより重要視
されるようになっております。

2027年に向けた展望

　2027年に向けては、正規
輸入業者が単なる「販売チャ
ネル」にとどまらず、「ブランド
価値の担い手」としての役割
を果たすことが、より一層求

められると考えております。
　製品の背景にあるストーリーを丁
寧に伝え、顧客との信頼関係を築くこ
とが、業界全体の持続的な成長につ
ながるものと確信しております。

本年の抱負

　2026年は、正規輸入時計の「価値
の本質」を社会に改めて伝える一年と
位置づけております。
　私たち一人ひとりが、ブランドの哲
学と顧客の期待をつなぐ架け橋とな
り、業界の健全な発展に寄与してまい
りましょう。
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グローバル化支援策と情報発信力の強化
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